
持続可能なスポーツイベントへの提案	
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持続可能なスポーツイベントを実現する	
NGO/NPOネットワーク（SUSPON）	
NPO法人　iPledge（アイプレッジ）	

	
代表　羽仁　カンタ	
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オリンピック憲章は、IOCが採択した	
基本原則、規則および細則を	

成文化したものであり、	
オリンピック・ムーブメントの組織	

および運営を統括し、	
オリンピック競技大会開催の	

ための諸条件を規定するものである。	

オリンピック憲章（Olympic	Charter）	
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環境問題に関心を持ち、啓発・実践を通して	
その責任を果たすとともに、スポーツ界において、	
特にオリンピック競技大会開催について	
持続可能な開発を促進すること。	

オリンピック開催の目的	

１）スポーツ	
２）文化・・・・文化交流、文化体験	
３）環境・・・・持続可能な未来を創る	



SUSPON（サスポン）とは	

2020年の東京オリンピック・パラリンピックを持続可能な大会と

することをきっかけに、その後の東京、ひいては日本や世界の

持続可能な社会づくりにつなげていくことを目指して自ら当事

者として活動し、また関係団体に働きかけているNGO/NPOの

ネットワークです。	
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なぜ、NGO・NPOが東京2020大会に関わるのか！	

★市民参加	
「オリンピック/パラリンピック」こそ、市民、企業、行政が参
加して、日本の未来であるレガシー（遺産）を作る、そのプ
ロセスや実施にNGO/NPOが影響を与えていくことでより開
かれ、透明性のあるものへ。	
多くの人々が参加できる仕組みを作り参加型の社会を構築	
	
★横のつながりを活かす	
環境だけではなく、人権、福祉など国内外のNGO/NPOが持
つネットワークや横のつながりを活かし、幅広い視野で	
問題を捉え、解決していくことができる。	
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なぜ、NGO/NPOが東京2020大会に関わるのか！	

★対話の場をつくっていく	
行政や企業と対立するのではなく、国際的なネットワークや	
様々な経験を活かして、開催に向けた提案、対話の場を作
り、お互いを尊重し、協力し合っていくことこそが、持続可能
な未来に向けた唯一の道でしょう。	
	

SDGs・パリ協定に応える	
「持続可能な社会」こそが	

レガシー	
	



SUSPON加盟団体（2018年8月末現在）	

●	NPO	iPledge	（アイプレッジ） 

●	A	SEED	JAPAN	

●	NPO法人インターナショナル世界平和の響き 

●	地域環境デザイン研究所 ecotone 
●	NPO法人ezorock 
●	国際環境NGO	FoE	Japan 

●	環境パートナーシップ会議（EPC） 

●	環境リレーションズ研究所 

●	Climate	Youth	Japan（CYJ）	
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●	グリーン購入ネットワーク（GPN） 	

●	グリーン連合 

●	CSOネットワーク 

● 持続可能な社会をつくる元気ネット 

● 水Do!ネットワーク 

● 認定NPO法人 スペースふう 

● 地球・人間環境フォーラム 

● 日本自然保護協会（NACS-J） 

● 日本野鳥の会	
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•  代表　羽仁カンタ　（NPO	iPledge）　　	
•  副代表　星野智子　（環境パートナーシップ会議）	

•  事務局長　坂本有希　（地球・人間環境フォーラム）　	

•  SUSPON事務局：一般財団法人　地球・人間環境フォーラム　　　hLp://suspon.net/	
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７つの部会	

ごみゼロ（廃棄物）	

!  状況に応じ増やしていく	

責任ある資材調達	

SUSPON　YOUTH	

気候変動・エネルギー	

生物多様性	

" 実践活動（⇒部会ごとに、視察、ディスカッション、勉強会など）	
" 提言活動（⇒部会ごとに、提言内容作成など）	

平和とスポーツ	

ボランティア	
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参加と協働	

★ステークホルダー会議・・・16年5月より、隔月で 開 催 中！	
-７つの部会から提言内容を提示し、議論する場	
-ゲストスピーカーを招いての問題提起の場	
	
	

" 議論する場をフラットにつくる	
　※一方的な場ではなく、加盟団体、東京都、組織委員会などが対

等に議論できる場を形成しています。	
" 東京2020大会に対応できる活動を多くのアクターと協働したい	

NGO/NPO	 企業	 個人（専門家）	

東京都/環境局・オリパラ局	

!  関係者が協働していくためのきっかけ、機会を作っています。	

組織委員会/持続可能性部	
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７つの部会	

ごみゼロ（廃棄物）	

!  状況に応じ増やしていく	

責任ある資材調達	

ボランティア	SUSPON　YOUTH	

気候変動・エネルギー	

生物多様性	

平和とスポーツ	
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参加団体	

NPO	iPledge	
	（アイプレッジ）	

国際青年環境NGO	
A	SEED	JAPAN	

環境NGO	
ezorock	

地球・人間環境
フォーラム	

ボランティア　部会	

持続可能な社会を
つくる元気ネット	

地域環境デザイン
研究所ecotone	
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持続可能性に配慮したボランティア活動について議論
し、その普及活動に取り組んでいます。	

環境パートナーシップ
会議	
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目指すもの	
•大会ボランティア、都市ボランティアのすべての人に、持続可能
性に関する情報提供を行うための冊子を作成し、研修機会を設
ける。	
•大会を契機に持続可能な社会づくりに寄与する人材が増えるよ
う教育機関や行政・民間企業と連携し、教育プログラムを作成・
普及する。	

問題意識	
持続可能性は、私たちがいつまでもどこでも健康的に平和に暮らせるようにす
るために必要です。スポーツや文化を楽しんだり、災害時に助け合うことも含
め、あらゆる社会・経済活動を行う上で大事な考え方です。	
	
このような考え方を普及するために、私たちは、一人ひとりが自発的に行動す
ることが大事だと考えています。社会の課題解決に向けて行動できる人が増え
ることを願って、持続可能性に配慮したボランティア活動を広げていきます。	
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オリンピック・	
未来への提言	

	
ボランティア	
スタンダード	
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受け入れ側のチェックポイント	
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受け入れ側のチェックポイント	
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ボランティアに参加する側のチェックポイント	
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ボランティアに参加する側のチェックポイント	



ご静聴ありがとうございました！ 


